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のびのびと打つ



　市民センターにある木谷實（みのる）・星のプラザで囲碁を打つ花水小学校6年生の渡部雄太さん。仙台市に住む祖父の影響で囲碁を始めました。昨年は湘南ひらつか囲碁まつりに参加し、祖父と並んで打つなど囲碁にのめり込んでいます。今回は「囲碁のまちひらつか」を象徴する湘南ひらつか囲碁まつりを紹介します。




湘南ひらつか囲碁まつり　10月11日（日）開催



　平成8年から始まったメーンイベントの「囲碁の多面打ち大会」は今年で20回を数えます。節目となる今回は多面打ち大会をこれまでの500面打ち2回から、1回で行う1000面打ちに拡大するなど、過去最大の規模の大会になります。

問：まちづくり財団文化事業課

　電話：0463-32-2237



[image: 湘南ひらつか囲碁まつり]


　紅谷パールロードにずらりと並ぶ碁盤。湘南ひらつか囲碁まつりのメーンイベントの多面打ち大会は、「囲碁のまちひらつか」を象徴するイベントとして、プロ棋士との対局を楽しみに、全国から多くの囲碁ファンが訪れます。
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始まりは木谷實（みのる）展


　始まりは平成8年10月～11月に博物館が開いた秋期特別展「十九路に道を求めた棋士木谷實」展でした。当時、木谷實展に携わった元博物館職員の多田博幸さんは「それまでの特別展で人物を取り上げたことはなかった。しかし当時、博物館が開設して20年という節目で、木谷實を取り上げようということになったんだ」と話します。

　木谷は多くの棋士に影響を与えた人物です。明治42年に神戸市に生まれ、大正13年、15歳でプロ棋士としてデビューしました。昭和8年にはライバルの棋士、呉清源（ごせいげん）とともに「新布石」を発表し、翌年に発刊した「囲棋革命新布石法」は10万部以上を売る、ベストセラーになりました。

　昭和12年から木谷は平塚市に囲碁道場を構え、多くのプロ棋士を育てました。亡くなる昭和50年まで囲碁の普及・発展に尽力し、平成22年には囲碁殿堂入りしました。木谷道場の門下生は昭和40年代半ば～平成10年代初頭に主要タイトルをほぼ独占しました。

　木谷が亡くなったことと、門下生が独立し、平塚を離れたことで、風化しつつあった平塚の囲碁の文化。しかし、木谷實展で、市内外から「囲碁のまちひらつか」が再認識されるようになりました。

　木谷實展の関連行事として開いたのが、現在も続く多面打ち大会です。当時は木谷門下のプロ棋士、約30人が出場し、200面で対局しました。一般の方はめったにできないトッププロとの対局を楽しみました。




並んだ碁盤を回ってプロ棋士がアマチュア棋士と対局する



全国屈指の規模に


　当初、1度きりの予定だった多面打ち大会は反響が多かったことから、平成9年からは湘南ひらつか囲碁まつりとして開催しました。地元企業や有志の方などで構成した実行委員会をつくり、開催時期を10月の体育の日に変更しました。

　多面打ち大会は平成9年に250面、10年に280面、11年に500面と数を増やし、17年からは500面打ち2回の1000面打ちと規模を大きくしていきました。規模が大きくなるにつれて、プロ棋士の出場も増えていき、木谷門下の大竹英雄名誉碁聖（「囲碁でつながる出合い」のコーナーを参照）らのほか、呉清源や大竹名誉碁聖のライバル、林海峰（りんかいほう）名誉天元らも出場しています。

　過去に全国で開かれた囲碁イベントでは、大分市で開かれた世界アマチュア囲碁選手権で500面の大会を開催した記録があります。しかし毎回、数十人のプロ棋士が出場し、20回続く伝統を持った大会は、ほかにありません。




苦労したのは雨の対応

　多田さんは平成9年以降に、囲碁まつりを主管する文化行政推進室へ異動し、開催に携わりました。「人が集まることがイベントの成功を意味する」と話し、認知度が低かった当初は、囲碁の雑誌に広告を掲載したり、市内外の碁会所にポスターを張ったりして参加者を募集しました。「囲碁関係の媒体でしか告知ができなかったのが難しかったよ。それでも、天気が良い時には、飛び入りで約600～700人が集まって、当日の対応の方が大変だったな」と苦労を振り返ります。

　屋外で開催する囲碁まつりは、雨の対応も悩みの種です。前日の台風で会場に大木が倒れていたり、終わった直後に雨が降り、碁石がぬれてカビが生えたりしたこともありました。

　「5年前は直前まで雨が降っていて、1時間で準備しなければいけなかったよ。それが一番大変だったな」と多田さんはほほ笑みます。幸いにも、多面打ちの時間帯は天候に恵まれ、中止になったことはありません。




来場者の層を広げる


　過去の囲碁まつりでは、囲碁に触れたことがない人にも楽しんでもらおうと、市内の店舗が豚汁200食、友好都市の岩手県花巻市がリンゴ500個などを訪れた方にプレゼントしました。ほかにも、紅谷パールロードの飲食店で、だんごやラーメンを割引料金で販売するなどして、幅広く人を集めました。

　20回目を迎える今回も、さまざまな団体が協力し、囲碁まつりを盛り上げます。平塚青年会議所と平塚商工会議所青年部は、当日の受け付けや碁盤の準備などで囲碁まつりをサポートします。

　平塚青年会議所はこれまで七夕まつりなどのイベントを支援しましたが、囲碁まつりへの協力は初めてです。城田孝子理事長（次写真右）は「私たちが参加することで囲碁まつりに訪れる人の層を広げたいですね」と意気込みを語ります。

　同じく今回初めて協力する平塚商工会議所青年部は、ひらつかYEGまつりを同時開催し、飲食店などを出店します。佐野成良会長（次写真左）は「子どもから高齢者まで一つのことで盛り上がれるイベントはそれほどありません。まち全体で盛り上げていきたいですね」と話します。

　2人はメーンイベントの1000面打ち大会にも出場し、プロ棋士と対局します。佐野会長は「実はあまり囲碁を打ったことがないんですよ。でも周りの囲碁経験者に教えてもらい、当日は楽しみながら打ちたいですね」と期待します。

　城田理事長は「私を含めて囲碁に難しいイメージがある方は多いと思います。これまで親しみがなかった方にも伝統ある囲碁まつりの魅力、そして平塚の魅力を発信したいですね」と力強く話します。
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広がる囲碁の楽しみ

　囲碁を知らない人でも楽しめる形で始まった囲碁まつり。幅広い世代が楽しめるお祭りとして浸透しています。来場者も囲碁まつりとして始まった第2回は約3000人だったのに対し、昨年の第19回は約7500人の方が訪れるようになりました。

　まちづくり財団が開いている各囲碁教室には、囲碁まつり開催以前、5人程度でしたが、今では15～20人の方が参加しています（後述）。

　多田さんは「囲碁に触れたことがない人も囲碁まつりをきっかけに覚えて、打ってもらうことが大事なんだ」と囲碁普及への思いを語ります。
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大竹英雄名誉碁聖（九段）

　9歳のころに木谷實に見いだされ、昭和26年10月、実家がある北九州市から平塚の木谷道場に入門しました。昭和31年、13歳で入段。昭和37年、東京都・四谷に木谷道場が開設したことで平塚を離れ、独立しました。昭和40年に初タイトルを獲得。昭和50年には初の名人位に就任しました。現在も第一線で活躍しています。
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幸せな時間を過ごした平塚

　「幼少の頃からやんちゃな性格でしてね。学校が終わると囲碁の勉強もそこそこに、自転車で桃浜町にある木谷先生のご自宅から海岸まで走りましたよ」と思い出を語る大竹名誉碁聖。平塚は囲碁だけでなく、生活の原点と話します。移り住んだ当時は戦後復興の真っただ中でした。「自分より小さい子どもがシジミ売りなどをしてました。あらゆる人から生活のすべを学ぶ時代でしたね」と当時の生活を振り返ります。

　木谷夫妻の間には7人の子どもがいて、大竹名誉碁聖も子どもたちと一緒に寝起きしていました。「大変な時期でしたが、木谷夫妻には本当の子どものように育ててもらって……。幸せな時間を過ごしました」と感謝の思いを話します。





年に一度のお祭り

　大竹名誉碁聖は平成8年の木谷實展から多面打ち大会に出場し、市と門下生の橋渡しなどにも尽力しています。「木谷先生は私たち弟子にとっても特別な存在です。少しでも恩返しができればとの思いから参加しました」と熱い思いを語ります。

　囲碁まつりには木谷門下や日本棋院に所属する棋士らトッププロが出場します。「めったに会う機会がないプロ棋士同士は、年に1回会える囲碁まつりがまさにお祭りなんです」と笑顔を見せます。

　囲碁まつりはメーンイベントの多面打ち大会をはじめ、指導碁などはプロ棋士と参加者との距離が近いことが特徴です。普段、テレビで見るプロ棋士と囲碁を打てる喜びに参加者は目を輝かせます。「囲碁は人と人との出会いです。私たちプロも一般の方と交流し、当日だけでは終わらないつながりができることが楽しいんです」と話します。




世代を問わず感じる爽快感

　囲碁まつりは経験がない人にとっても始めるきっかけとなっています。「囲碁は心を発散するゲームでもあります。勝負にこだわらず、リラックスして打つことが大事なことなんです」と囲碁の魅力を語ります。

　「青空の下に碁盤を並べて打つ多面打ちは、爽快感や開放感を感じます」と話します。会場には幅広い世代が集まり、碁盤の周りでは多くの観客が対局をのぞき込みます。プロ棋士がアドバイスしながら打つ光景はアットホームな雰囲気が漂います。「年齢や職業、囲碁の経験関係なく、楽しみ方は人それぞれです。囲碁まつりに来て、一緒になって思い出をつくってもらえれば私もうれしいですね」と20回目の囲碁まつりに期待を込めます。
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1000面打ち大会 午後1時～3時30分。

　昨年までの500面を2回打つ方式から規模を拡大し、1000面の碁盤を並べる1000面打ち大会を開催します。会場も湘南スターモールに移します。

　プロ棋士は大竹英雄名誉碁聖ら木谷門下28人と山下敬吾九段ら日本棋院棋士80人、合計108人が出場予定です。

　事前応募者が欠席した場合のみ、当日の飛び入り参加もできます。当日の受け付けは午後0時～0時30分。19路盤で打てる方。




関連イベント

囲碁初心者個別指導コーナー　午前11時～午後3時。

詰碁ウオーキング　午前11時～午後0時15分。

バザール　平塚の名産品と囲碁グッズ・囲碁中古品などの販売　午前11時～午後3時30分。

問：まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237
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囲碁を始めませんか

囲碁入門教室　日曜午後コース


　碁盤解説や対局を通して囲碁の基本を学びます。

　10月25日～平成28年2月7日の日曜日、全12回、午後2時～4時。市民センター。全日程の6割以上に参加でき、囲碁が打てない中学生以上の方20人（先着順）。5,000円、高校生以下2,500円。

　電話で、10月2日（金）午前10時から、まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237へ。







応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、10月5日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。
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募集


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


市民病院の職員


　採用は平成28年4月1日以降。診療放射線技師1人。試験は平成27年10月17日（土）。

　条件・応募方法など詳しくは市民病院ウェブをご覧ください。

募：病院総務課　電話：0463-32-0015





まちづくり財団の職員


　採用は平成28年4月1日。平成2年4月2日～6年4月1日生まれで、大学を卒業（平成28年3月卒業見込みを含む）または同程度の学力がある方、数人。原則平日勤務で、月額19万5580円。1次試験は平成27年11月27日（金）。

　詳しい条件などはお問い合わせください。

募：豊原分庁舎2号館3階のまちづくり財団総務施設課　電話：0463-35-8108や同財団ウェブにある受験申込書を、本人が直接、10月8日（木）～19日（月）に、同課へ。




子どもの就職を考えるセミナー


　引きこもりの子どもの自立を支援します。

　11月13日（金）午後1時30分～4時30分。青少年会館。40歳未満のニート・引きこもりで自立を目指す方の家族。先着順。

　①講演会　20人②個別相談会　4組。

募：電話で、県西部地域若者サポートステーション　電話：0465-32-4115へ。





谷戸田の里山祭


　もちつき体験や、わらを使った工作体験などをします。神奈川大学と東海大学の学生も参加します。

　11月14日（土）午前10時～午後2時。荒天の場合は15日（日）に延期。神奈川大学湘南ひらつかキャンパス第2駐車場（土屋2946）に集合。市内在住・在勤・在学の方。弁当・雨具・帽子・軍手・タオル・飲み物・着替えなど。作業のできる服装・靴でお越しください。

募：代表者の必要事項・参加者全員の氏名・子どもの年齢を、はがき・ファクス・メールで、11月10日（火）までに、環境政策課　電話：0463-21-9762　FAX：21-9603　メール：kankyo-s-event@へ。





子ども大学ひらつか


　算数マジックや真空実験など、楽しく学べる講座です。

　11月21日・28日の土曜日、全2回、午前10時30分～午後2時。東海大学湘南キャンパス（北金目4-1-1）。保護者が送迎し、2日とも参加できる市内在住の小学校4～6年生50人（抽選）。

募：子どもの氏名・性別・学校名・学年・保護者の必要事項を、はがき・ファクス・メールで、10月19日（月）までに、社会教育課　電話：0463-35-8123　FAX：34-5522　メール：k-shakai@へ。





平塚競輪スイーツ女子会


　スイーツを食べながら、大迫力のレースを間近で観戦します。

　10月24日（土）午後2時～5時30分。平塚競輪場（久領堤5-1）。20歳以上の女性20人（抽選）。

募：全員の必要事項・年齢・競輪観戦経験の有無を、ファクス・メールで、10月14日（水）までに、平塚競輪場　電話：0463-21-3935　FAX：21-3934　メール：jigyo@へ。同競輪場ウェブからも応募できます。




下水道排水設備工事の責任技術者


更新講習会　対象者に10月中旬ごろ、申込書を郵送します。平成28年1月21日（木）・22日（金）のうち、希望する日。サンピアンかわさき（川崎市川崎区富士見2-5-2）。5200円。

試験　平成27年10月13日（火）～11月13日（金）の平日に、本館6階の下水道経営課で申込書を配ります。平成28年2月16日（火）午後1時30分～3時30分。川崎市教育文化会館（川崎市川崎区富士見2-1-3）。5200円。

募：申込書を、郵送で、平成27年11月30日（月）までに、〒100-8699東京都千代田区大手町2-6-2東京都下水道サービス　電話：03-3241-0843へ。




布ぞうり作り教室


　10月30日（金）午前9時～正午。リサイクルプラザ。16人（抽選）。布・はさみ・物差し・ピンセットなど。

募：必要事項を、往復はがき（1人1枚）で、10月16日（金）までに、〒254-0014四之宮7-3-5リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301へ。




ガイドと巡る文化資源


　馬入から須賀港コース。自転車・オートバイなどでは同行できません。

　10月25日（日）午前9時30分～午後0時30分。約4.8キロメートル。荒天中止。ひらつかサン・ライフアリーナなどに集合。港稲荷神社（千石河岸64）で解散。300円・中学生以下は無料。

募：コース名・全員の必要事項を、はがき・ファクス・メールで、10月18日（日）までに、社会教育課　電話：0463-35-8124　FAX：34-5522　メール：k-shakai@へ




中小・ベンチャー企業魅力発信トークライブ


　経営者や従業員らが経営や働くことの楽しさなどを話します。

　大学生、市内在住・在勤・在学の方、各150人（先着順）。

　①10月13日（火）午前11時～午後0時30分。神奈川大学湘南ひらつかキャンパス（土屋2946）②11月12日（木）午後1時25分～2時55分。東海大学湘南キャンパス。

募：必要事項・希望会場を、メールで、産業振興課　電話：0463-21-9758　メール：sangyo-s@へ。




防災標語


　入賞作品は、災害対策車や懸垂幕などに掲出します。

　小学生の部・中学生の部・一般（高校生以上）の部。市内在住・在勤・在学の方。1人1点。自作した未発表の作品に限ります。

募：作品・応募部門・必要事項を、郵送・ファクスまたは直接、10月2日（金）～30日（金）に、災害対策課　電話：0463-21-9734　FAX：21-1525へ。市ウェブからも応募できます。




職業技術を学びませんか


　県東部総合職業技術校（横浜市鶴見区寛政町28-2）・県西部総合職業技術校（秦野市桜町2-1-3）で専門技術を学びます。平成28年1月生は10月13日（火）～11月2日（月）、4月生前期は10月5日（月）～11月2日に県内のハローワークで事前手続きをした後、各校に申し込んでください。

　詳しい募集要件やコースなどは、県内のハローワークなどで配る募集案内をご覧ください。

募：県産業人材課　電話：045-210-5715




里親講座


　保育もあります。

　午前10時～正午。

　①10月28日（水）。エリザベス・サンダース・ホーム（大磯町大磯1152）②31日（土）。伊勢原市青少年センター（伊勢原市田中316-1）。

募：電話で、県平塚児童相談所　電話：0463-73-6888へ。




秋のバラフェスタ


　10月24日（土）・25日（日）に旧横浜ゴム平塚製造所記念館でバラカフェなどが楽しめます。次の催しは事前の応募が必要です。先着順。

シューベルト歌曲集コンサート　24日午後2時30分開場。60人。3000円。

食べられるバラのお話　25日午前10時～正午。30人。1500円。

バラと小花のアレンジメント作り　25日午後1時30分～2時30分。20人。500円。

募：氏名・電話番号を、電話・ファクスまたは直接、旧横浜ゴム平塚製造所記念館　電話・FAX：35-7114へ。






市の職員を募集します



ⓐ特定任期付職員　任期は平成28年4月1日～30年3月31日（5年を限度に任期を更新する場合があります）。採用する平成28年4月1日の時点で40歳未満で、27年10月1日現在、弁護士として2年以上の実務経験がある方1人。職員からの法律相談や行政不服審査制度の職務支援業務など。原則として平日勤務。月額52万6,900円。

ⓑ嘱託員　採用は平成28年1月以降。雇用期間は1年以内。①健康相談1人②保健師1人③助産師1人④保育士1人⑤保育園給食調理・用務作業2人。1次試験は平成27年10月24日（土）。

　本館4階の職員課　電話：0463-21-8762 メール：shokuin@や市ウェブなどにある申込書を、ⓐは郵送・メールで、10月9日（金）～11月6日（金）にⓑは本人が直接、10月2日（金）～16日（金）の平日、午前8時30分～午後5時に、同課へ。








[image: 親子で遊ぼうフェスティバル]



　運動遊びや、保育士による大型人形劇などがあります。

　10月24日（土）午前10時～11時30分。トッケイセキュリティ平塚総合体育館。未就学児と保護者300組（先着順）。

　必要事項・子どもの氏名と年齢を、はがき・ファクス・メールで、10月2日（金）から、保育課　電話：0463-21-9842　FAX：21-9738　メール：hoikuka@へ。


[image: 親子で遊ぼうフェスティバルの様子]




[image: 畜産共進会にいきませんか]



　豚・子牛の見学コーナー（次上写真）や乳牛の品評会（次下写真）などがあります。平塚は県内でも有数の畜産地域です。家族や友人同士でぜひお越しください。

　10月14日（水）午前9時30分～午後2時。雨天決行。浅間緑地（中央公民館北側）。

問：農水産課　電話：0463-35-8103



[image: 動画を見る]




[image: 豚・子牛の見学コーナー]





[image: 乳牛の品評会]


お知らせ


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


市文化祭をご覧ください


展示発表　華道（次写真）・文芸10月8日（木）～11日（日）、中央公民館。書道・文芸14日（水）～17日（土）、美術館。

舞台発表　フラダンス・剣詩

舞道・吟詠11日（日）。中央公民館。

　そのほかの内容は、広報ひらつか10月第3金曜日号をご覧ください。

問：社会教育課　電話：0463-35-8123

[image: 市文化祭の様子]






ひらつか音楽のおくりもの


　旧横浜ゴム平塚製造所記念館で開くコンサートです。

　10月17日（土）・18日（日）、午前10時～午後6時。各60人（当日先着順）。

問：社会教育課　電話：0463-35-8124




中学校の入学説明会


　平成28年4月に市立中学校に入学する子どもの保護者を対象に、平成27年11月上旬～12月上旬に説明会を開きます。お問い合わせは各中学校へ。

問：教育総務課　電話：0463-35-8118




湘南ひらつかふれあいマーケット　朝市


　新鮮な野菜や魚、名産品などを販売します。ダンベル体操や、秋のおすすめ商品を販売する収穫祭もします。

　10月18日（日）午前7時～8時。小雨決行。総合公園南駐車場。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758・当日の午前6時～8時30分は開催本部　電話：090-3215-0106へ。




競輪場で沖縄イベント


　沖縄の音楽やグルメなどが楽しめます。沖縄のご当地ヒーローも登場します。

　10月10日（土）～12日（祝）。平塚競輪場。100円（15歳未満は無料）。

問：平塚競輪場　電話：0463-21-3935




人権講演会


　近代女性史から女性の人権を学びます。

　10月25日（日）午後1時30分～4時。市民活動センター。80人（当日先着順）。500円。

問：平塚人物史研究会の星賀　電話：090-6655-7862




譲ります・譲ってください



　不用品の登録やあっせんを電話で随時受け付けています。詳しくは市ウェブで確認できます。

譲ります　ひな人形・本棚・冷蔵庫など。

譲ってください　ベビーベッド・チャイルドシート・婦人用自転車など。

問：リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301




放課後児童クラブの入所説明会


　平成28年4月の入所希望者向けの説明会を開きます。開催日程など詳しくは、市ウェブなどをご覧ください。

問：青少年課　電話：0463-32-7029




下水道ふれあいまつり


　下水処理場の見学などが楽しめます。

　10月31日（土）午前10時～午後3時。小雨決行。四之宮ふれあい広場（四之宮4-19-1）。

問：県下水道公社　電話：0463-55-7438








伊豆市観光物産展



　平塚市の友好都市・静岡県伊豆市の物産展です。名産であるワサビの加工品や干物、ワインなどを販売します。

　10月8日（木）～11日（日）、午前10時～午後6時（11日は午後5時まで）。市民プラザ。

問：文化・交流課　電話：0463-25-2520



[image: 滑沢渓谷を彩る紅葉]

滑沢（なめさわ）渓谷を彩る紅葉





生きがい事業団まつり



　工作体験やメダカすくい、ふすまや網戸の張り替え実演（次写真）などをします。

　10月15日（木）～20日（火）、午前10時～午後3時。市民プラザ。

問：生きがい事業団　電話：0463-33-2335



[image: ふすまや網戸の張り替え実演]




マイナンバー制度



通知カードを送ります


　マイナンバーのお知らせを10月～12月に送ります。同封の申請書で、顔写真付きの個人番号カードの発行が申請できます。




コールセンターを設置


　通知カードや個人番号カードの質問を受け付けるコールセンターを10月1日（木）に設置します。不明な点はお問い合わせください。

問：全国共通ナビダイヤル　電話：0570-20-0178・平塚市コールセンター　電話：0570-020-678







来春の幼稚園児を募集します



　市内28の幼稚園・認定こども園で、平成28年4月に入園を希望する園児を募集します。私立幼稚園は3～5歳児を、市立は2年保育のため、4歳児だけを募集します。入園については、直接希望する園にお問い合わせください。

　来年4月から「子ども・子育て支援新制度」に移行する園があります（次表参照）。新制度については、保育課にお問い合わせください。

◆入園できる幼児

5歳児（1年保育）　平成22年4月2日～23年4月1日生まれ。

4歳児（2年保育）　平成23年4月2日～24年4月1日生まれ。

3歳児（3年保育）　平成24年4月2日～25年4月1日生まれ。

◆入園願書　私立・市立とも10月15日（木）から各園で配ります。私立は11月1日（日）から、市立は2日（月）に各園で願書を受け付けます。

問：教育総務課　電話：0463-35-8118・保育課　電話：0463-21-9842



[image: 園一覧]



健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


市民後見人養成講座の説明会


　平成28年1月から開く養成講座の受講を希望する方は、必ず出席してください。

　平成27年11月4日（水）午後6時～8時、10日（火）午後2時～4時。県平塚合同庁舎本館5C会議室（西八幡1-3-1）。市内在住の方、各30人（先着順）。

募：必要事項を、電話・ファクス・メールで、かながわ成年後見推進センター　電話：045-312-57880　FAX：45-322-3559　メール：kouken@knsyk.jpへ。




糖尿病予防教室


　糖尿病の知識や自宅でできる簡単なトレーニングなどを学びます。

　11月1日～12月6日の日曜日、全3回、午前10時～午後0時10分。保健センター。市内在住・在勤で医師の運動制限を受けておらず、糖尿病の薬を服用していない方25人（選考・全ての日程に参加できる方を優先）。飲み物・タオル・室内用運動靴。動きやすい服装でお越しください。

募：電話で、健康課　電話：0463-55-2111へ。




高齢者のインフルエンザ予防接種


　10月15日（木）～平成28年1月31日（日）に直接、実施医療機関へ。市内在住で、65歳以上の方と、60～64歳で心臓・腎臓・呼吸器などに重い病気のある方。健康保険証。1600円。生活保護を受けている世帯や市民税が非課税の世帯などは、無料になる場合があります。詳しくは公民館にあるチラシなどをご覧ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111




福祉フェスティバル


　展示や体験イベントなどをします。障がい者のレクリエーション大会もします。

　10月18日（日）午前10時～午後3時。荒天中止。総合公園。

問：社会福祉協議会　電話：0463-22-1133




食事で骨粗しょう症予防


　11月7日（土）午前10時～午後1時。保健センター。市内在住・在勤の方40人（先着順）。エプロン・三角布・布巾。500円。

募：教室名・必要事項・生年月日を、はがきで、〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111へ。




市民健康デイ


　10月24日（土）に保健センターで、骨密度・血管年齢測定などが体験できるイベントを開きます。次の催しは事前の申し込みが必要です。先着順。

乳がん体験者の講演会　午後1時30分～2時。50人。

ボールを使って遊ぼう　午前9時45分～10時30分と10時40分～11時25分。平成23年4月1日以前に生まれた未就学児と保護者2人1組で、各20組。

　電話で、平成27年10月5日（月）午前9時から、健康課　電話：0463-55-2111へ。




ふれ愛・なぎさ祭り


　利用者の作品展示や発表などをします。

　11月14日（土）・15日（日）、午前10時～午後3時30分。なぎさふれあいセンター（袖ケ浜20-1）。室内履き・履物入れ。

問：南部福祉会館　電話：0463-21-3370




家族介護教室


　　参加者同士で、介護の悩みなどを話し合います。

　11月13日（金）午後1時～3時。ニチイケアセンター湘南神田（大神1777）。福祉・介護事業関係者を除く、市内在住の要介護者を介護されている方ら15人（先着順・10人に満たない場合は中止）。

募：電話で、10月5日（月）午前9時から、ニチイ学館平塚支店　電話：0463-25-6682へ。




無料口腔（こうくう）がん検診


　11月15日（日）午後1時～4時。湘南歯科衛生士専門学校（八重咲町1-6）。50人（抽選）。

募：必要事項・年齢・検診名を、はがきで、10月15日（木）までに、〒254-0082東豊田448-3平塚歯科医師会　電話：0463-26-8255へ。




認知症予防教室


　本館6階619会議室。市内在住・在勤の65歳以上の方と家族。先着順。

医師の講話編　専門医から最新知識を学びます。10月29日（木）午後1時30分～2時30分。35人。筆記用具。

運動編　予防のための運動を体験します。11月4日（水）午後1時30分～3時。30人。筆記用具。動きやすい服装でお越しください。

募：電話で、高齢福祉課　電話：0463-21-9621へ。




健康チャレンジ学習型教室


　健康長寿を目指す運動教室です。

　11月6日～12月18日の金曜日、全7回、午後1時30分～3時。八幡公民館（西八幡1-10-22）。市内在住の65歳以上で介護保険の認定を受けていない方20人（先着順・10人に満たない場合は中止）。タオル・飲み物。動きやすい服装・靴でお越しください。

募：電話で、10月5日（月）午前9時から、スポーツインテリジェンス　電話：0465-63-2261へ。




年末慰問金などを支給


　市内在住の方。②③は父母が再婚した場合や養子縁組がある場合を除きます。

①交通遺児見舞金（発生時）　平成8年4月2日以降に生まれ、交通事故で親と死別した方がいる世帯。

②一般遺児激励金　平成9年4月2日以降に生まれ、病気などで親と死別した方。

③年末慰問金　生計が困難な世帯で生活保護を受けていない、または在宅で重度の身体・知的・精神障がい児者。

募：①は発生時に②③は10月31日（土）までに、各地区の民生委員児童委員へ。詳しくは社会福祉協議会　電話：0463-51-6122へお問い合わせください。






コスモスの摘み取り



　10月17日（土）午前10時～午後3時。雨天中止。馬入・光と風の花づつみ（ひらつかサン・ライフアリーナ東側）。はさみ・花を包むものなど。汚れてもいい服装・靴でお越しください。

問：みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852



[image: コスモス]



[image: 知って安心]

消費生活センター　電話：0463-21-7530


屋根工事などの勧誘に注意

　「台風や大雨の後、突然事業者が訪ねてきて、『近所で屋根工事をしているが、お宅の屋根瓦がおかしいので見てあげる』と言うので見てもらうと、『すぐに修理しないと大変なことになる』と言われ、不安になり契約してしまった」「『火災保険で屋根をリフォームできるので申請をしてあげる。保険金で工事をするから自己負担はない』と言われたが信用できるか」など、住宅リフォームに関する相談が増えています。

　こうした事業者は「無料で点検」「このままだと危険」「今日なら特別価格」などと言って、契約を強引に勧めてきます。このような言葉に惑わされることなく、その場では絶対に契約せずに、家族などに相談しましょう。特に最近急増している「火災保険を使ったリフォーム」については保険の内容を確認し、必ず保険会社に相談するようにしましょう。

　住宅をリフォームする際は①複数の事業者から見積もりを取る②金額や工事内容を比較検討する③事業者との話の内容はメモに残すなど、慎重に検討することが大切です。不安に思ったら消費生活センターまでご相談ください。






[image: 屋根工事などの勧誘に注意]



スポーツ


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ



市総体ニュースポーツ大会


　柔らかいボールを使うニュースポーツ、トリムバレーボールの大会です。

　11月15日（日）午前9時10分から開会式。ひらつかサン・ライフアリーナ。市内在住の高校生以上で構成した各地区単位のチーム。

　チームの編成など、詳しくはお問い合わせください。

募：市ウェブなどにある参加申込書を、各地区体育振興会を通して、10月15日（木）午後5時までに、スポーツ課　電話：0463-31-3060へ。各地区体育振興会が分からない場合は同課へお問い合わせください。




スポーツ教室


　市民の健康増進とスポーツの推進のため、まちづくり財団が開くスポーツ教室です。

　①～④はひらつかサン・ライフアリーナ⑤～⑨はトッケイセキュリティ平塚総合体育館。抽選。

①親子でダンス　10月30日（金）午前9時30分～10時30分。小学生以下の子どもと保護者25組。500円。

②産後シェイプアップ体操　11月11日～25日の水曜日、全3回、午後1時30分～2時30分。市内在住で1年以内に出産した方と首が据わっている乳児25組。500円。

③男性フットサル　11月12日～12月17日の木曜日、全6回、午後7時15分～8時45分。40人。3080円。

④卓球　11月18日～平成28年1月27日の水曜日、全7回、午前9時30分～正午。初心・初級・中級の計100人。4790円。

⑤アクアビクス　平成27年11月5日～12月10日の木曜日、全6回、午前10時30分～11時30分。45人。4110円。

⑥はつらつ水中体操　11月4日～12月9日の水曜日、全6回、コース1は午前10時15分～11時、コース2は午前11時15分～正午。各60人。2570円。

⑦いきいき若返り体操　11月6日～12月25日の金曜日、全8回、午前9時15分～10時30分。60人。3080円。

⑧金曜エクササイズ　11月6日～12月25日の金曜日、全8回、午前10時45分～正午。70人。5140円。

⑨ジュニアフラダンス　11月6日～平成28年3月18日の金曜日、全15回、午後5時～6時。小学生30人。5140円。

募：教室名・必要事項・年齢を（①は子どもの氏名と年齢②は乳児の氏名と月齢⑥はコース名も）、はがき（1人1枚）で、平成27年10月15日（木）までに、〒254-0074大原1-1まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102へ。同財団ウェブからも応募できます。




体育館の個人開放


　市内在住・在勤・在学の方。小学校3年生以下と、午後6時以降の中学生以下の利用は保護者同伴。本人確認ができる免許証など・室内用運動靴・運動用具。

中原中学校（御殿4-5-1）　10月8日、11月12日の木曜日、午後7時～9時。バドミントン・バスケットボールなど。

みずほ小学校（北金目2-39-1）　10月17日・24日、11月14日・21日の土曜日、午後1時～4時。卓球・バドミントンなど。

問：スポーツ課　電話：0463-31-3060




首都大学野球リーグ戦


　10月17日（土）午前10時30分・東海大-桜美林大、午後1時・筑波大-帝京大。18日（日）午前10時30分・帝京大-筑波大、午後1時・桜美林大-東海大。バッティングパレス相石スタジアムひらつか。

　当日券を試合開始1時間前から販売。大人1000円。大学生・高校生500円。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233







[image: みんなの力]

実際に触れて「見て」ください


　10月31日（土）午前11時30分～午後2時30分に、県立平塚盲学校（追分10-1）で開催される弱視レンズや拡大読書器などの展示会。新聞や本などの文字を拡大し、目の見えにくさを感じている方でも読みやすくする機械です。同校教諭の廣瀬さんは「拡大読書器は扱っている店舗が少なく、児童や生徒に実際に手にとって触れてほしいという思いで、開催しています」と話します。「今では地域の皆さんが新聞を読みやすくしたいと、展示会に来られます」と幅広く開放された展示会です。

　「今回は、拡大読書器だけでなく、使いやすさを重視し、工夫を凝らした財布や調理器具などの日常生活用具も展示します。当日は文化祭もあるので、多くの人に来校してほしい」と笑顔で話していました。




[image: 廣瀬恵美さん]





[image: プロバスケットボールbjリーグ]


　10月16日（金）午後7時、17日（土）午後2時、試合開始。横浜ビー・コルセアーズ-東京サンレーヴス。トッケイセキュリティ平塚総合体育館。

　前売券は、総合公園管理事務所（2階自由席、A席に限る）やローソンチケットなどで販売。2階自由席大人1,800円・A席大人3，000円など。当日券は試合開始2時間半前から販売。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233
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市民相談

市民相談室

市：市民情報・相談課　電話：0463-21-8764




◇一般市民

月～金曜日、午前8時30分～正午・午後1時～5時




◇一般法律（予約制）

水・木曜日、午後1時～4時。8月は水曜日のみ。




◇行政（予約制）

10月5日（月）、11月2日（月）午後1時～4時




◇税務（予約制）

10月23日（金）午後1時～4時





◇登記・供託（予約制）

10月9日（金）午後1時～4時





◇測量・境界（予約制）

10月9日（金）午後1時～4時





◇多重債務（予約制）

10月13日（火）・27日（火）午後1時～4時






◇年金・社会保険・労災

10月13日（火）午後1時～4時






◇許認可各種届け出

10月6日（火）午後1時～4時





◇分譲マンション管理（予約制）

10月26日（月）午後1時～4時





◇不動産（予約制）

10月16日（金）、11月6日（金）、午後1時～4時




◇住宅（新・改築）

10月20日（火）午後1時～4時




◇外国籍

スペイン語：火曜日／ポルトガル語：水曜日／午前9時～正午・午後1時～4時








人権相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-23-1111　内線2177




◇来所

10月6日（火）・20日（火）　午後1時～3時







女性のための相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9611（相談専用）




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時






消費生活センター

JAビルかながわ　電話：0463-21-7530



◇来所（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後4時







ビジネス相談

市：産業振興課　電話：0463-21-9758




◇発明・考案・特許（予約制）

10月19日（月）午後1時～4時50分





◇就労支援（予約制・先着4人・1人50分）

10月14日（水）・28日（木）、午後1時～4時50分






健康相談

保健センター　電話：0463-55-2111




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ヘルスアップ相談（来所・予約制）

10月16日（金）・10月28日（水）午後1時～3時








65歳からの健康相談

市：高齢福祉課　電話：0463-21-9621




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時







障がいがある方の相談

市：障がい福祉課　電話：0463-21-8774




◇手話案内　FAX：21−1213

月～金曜日、午前9時～午後3時45分




◇精神保健福祉（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後3時







福祉総合相談

市：福祉総務課　電話：0463-21-8779




◇来所・電話

月～金曜日、午前8時30分～午後5時






くらしサポート相談

市：福祉総務課　電話：0463-21-8113




◇来所・電話

月～金曜日、午前8時30分～午後5時







こどもの総合相談

市：こども家庭課　電話：0463-21-9843




◇こども総合相談

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇母子・父子相談

月～金曜日、午前8時30分～午後5時







子ども教育相談センター

崇善小学校北側　電話：0463-36-6013




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前10時～午後5時




◇電話

月～金曜日、午前9時～午後5時







青少年相談室

市民センター　電話：0463-34-7311




◇青少年相談

月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングテレホン相談（青少年専用）

電話：0463-33−7830　月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングメール相談（青少年専用）

メール：y-soudan@。返信に数日かかることがあります。








子育て支援センター

豊田分庁舎　電話：0463-34-9076　FAX：31-1114




◇未就学児対象の子育て相談・情報提供

月～金曜日、午前9時30分～午後4時







こども発達支援室くれよん

福祉事業センター　電話：0463-32-2738　FAX：31-1114




◇こどもの発達相談（来所・予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時







社会福祉協議会

栗原ホーム　電話：0463-33-6060




◇法律（予約制）

10月13日（火）・11月10日（火）午後1時～4時









[image: ヒラツカルチャー]




博物館

〒254-0041浅間町12-41

電話：0463-33‒5111　FAX：31‒3949

休館日 5·13·19·26日・11月2日




■太陽系外惑星20年

10月29日（木）まで。寄贈品コーナー。





■富士火山ジオツアー

10月31日（土）～11月26日（木）。寄贈品コーナー。





■北の国のアンモナイト

10月24日（土）～11月29日（日）。情報コーナー。





■イブニング・ミュージアム・ウイーク

　開館時間を午後7時まで延長して、イベントを開きます。午後5時30分～6時30分。1階展示室。各30人（当日先着順）。

　① 古代相模のツインシティー　10月20日（火）②丹沢の岩石と化石から謎解き　21日（水）③天体と富士が織りなす奇跡　22日（木）④相模川にもあった鵜飼（うか）い漁　23日（金）⑤山と海を結ぶ相模川　24日（土）⑥相模川の湧水と滝を巡って　25日（日）。





■天文連続講座　系外惑星20年　第1回　夜空の星に惑星を探す

　10月10日（土）午後3時30分～5時。講堂。





■ろばたばなし

　10月18日（日）午後1時20分と3時。展示室1階相模の家。





■星を見る会　月と秋の星を見よう

　10月23日（金）午後7時～8時30分。雨天曇天中止。科学教室・屋上。





■八幡・四之宮の石仏めぐり

　10月25日（日）午前9時30分～午後3時。雨天の場合は博物館内で実施します。20人（抽選）。

募：行事名・必要事項を、往復はがきで、10月15日（木）までに、博物館へ。





■キノコの観察会

　10月15日（木）午前10時～午後4時。吉沢地区。15人（抽選）。小学生以下は保護者同伴。

募：必要事項を、往復はがきで、10月7日（水）までに、博物館へ。





■プラネタリウム投影

　200円。18歳未満の方と65歳以上の方は無料。70人（当日先着順）。

☆ 異形（いぎょう）の惑星たち　11月1日（日）までの土・日曜日、午前11時と午後2時。10月10日・24日の土曜日午前11時は、幼児向け投影「だれが　おひさま　かくしたの？」を上映します。

☆バンデカンプの夢　10月3日（土）・4日（日）、午後3時30分。

☆館長の星空解説　いつもの星空・秋　11日（日）午後3時30分。

☆星空と音楽の夕べ　18日（日）午後4時。








美術館

〒254‒0073西八幡1‒3‒3

電話：0463-35‒2111　FAX：35‒2741

休館日 5·13·19·26日・11月2日




■バックヤードツアー

　11月8日（日）午後2時～3時。小学生以上の方20人（抽選）。

募：講座名・実施日時・参加者全員の必要事項・年齢・ファクス番号・メールアドレスを、はがき・ファクス・メールで、10月1日（木）～22日（木）に、美術館 art-muse@へ。メールでの応募はタイトルを「ワークショップ応募」に。





■新収蔵品展　特集　石田徹也の世界

　11月29日（日）まで。一般200円、高校生・大学生100円。

学芸員によるギャラリートーク　10月11日（日）午後2時～2時40分。観覧券が必要です。





■市民アートギャラリー

　10月6日（火）～11日（日）波の子造形教室作品展。10日（土）～11日（日）サナフ展。14日（水）～17日（土）市文化祭（書道）公募展。20日（火）～25日（日）市文化祭（写真、絵画・彫刻）公募展。29日（木）～11月1日（日）わたしたちの絵画展。3日（祝）～8日（日）JRP湘南支部写真展。







中央図書館

〒254-0041浅間町12-41

電話：0463-31-0415　FAX：31-9984

休館日 5·13·19·26日・11月2日




■特集展示　詩の本

　10月1日（木）～30日（金）。中央図書館2階貸出室。






■神奈川大学・平塚市交流事業　特別展示　おとぎ話の森

　10月1日（木）～11月3日（祝）。中央図書館1階ホール。





■図書館体験

　中央図書館。高校生を除く市内在住の18歳以上の方、各6人（抽選）Ⓐ書架整理中心①10月21日（水）午後2時～4時30分Ⓑ書庫内見学・図書館クイズ中心②25日（日）③11月20日（金）、午前10時～午後3時Ⓒ書庫内見学中心④7日（土）⑤12月4日（金）、午前9時30分～正午。

　必要事項・年齢・参加希望日（第1・第2希望日またはいつでも可）を、はがきまたは図書館にある申込用紙で、郵送または直接、10月14日（水）までに、中央図書館2階貸出室へ。





■読み語り講座

　12月11日・18日の金曜日、全2回、午前10時～正午。中央図書館。市内在住の方30人（抽選）。

　講座名・必要事項を、往復はがきで、10月16日（金）までに、中央図書館へ。





■ブックスタート

　市内在住の1歳未満の子どもと保護者。午前10時～11時30分①10月14日（水）西図書館（山下760-3）②24日（土）中央図書館③28日（水）南図書館（袖ケ浜20-1）④11月11日（水）北図書館（田村3-12-5）⑤15日（日）中央図書館。

　電話または図書館ウェブで、中央図書館へ。





■映画会

　日曜日、午後2時。中央図書館3階ホール。

　10月4日〔子ども映画会〕14ひきのあきまつり、14ひきのおつきみ（アニメ）。11日〔子ども映画会〕レオ・レオニ5つの名作集リマスター版（アニメ）。18日〔一般映画会〕黄色いリボン（実写）。25日〔子ども映画会〕まんが世界昔ばなし（アニメ）。11月1日〔子ども映画会〕リトルモンスター③（アニメ）。





博物館秋期特別展

後世に残したい相模川流域地球遺産相模川をジオパークに


　10月17日（土）～11月29日（日）。特別展示室。

展示解説　10月17日・31日の土曜日、午後1時～1時55分。

野外見学会　午前9時～午後5時。各30人（抽選）①11月1日（日）湘南平など②14日（土）下溝八景の棚など（相模原市）。

　講座名・希望日・必要事項・年齢を、往復はがきで、10月18日（日）までに、博物館　電話：0463-33-5111へ。



[image: 相模川流]

湘南平から見た平塚と丹沢の山々





[image: 博物館モノ語り]

学芸担当　電話：0463-33-5111

平塚にいたナウマンゾウ


　ナウマンゾウの名はドイツ人エドモント・ナウマンが1881年に横須賀で発見したことに由来しています。

　博物館の2階展示室に上吉沢・山田屋敷で産出したナウマンゾウ化石の臼歯を展示しています（写真①）。化石が埋もれていた地層は小さな川底を埋める礫層（れきそう）で、上に重なる火山灰から、8～9万年前のものであることが分かっています。写真①は上あごの第1大臼歯です。同じ場所では、第3大臼歯の付いた下あごの化石（写真②）も見付かっています。

　人間の成人の歯は全部で32本あり、乳歯から永久歯に1度だけ生え代わります。象の場合は臼歯が全部で4本しかなく、小臼歯から大臼歯に6回生え代わります。歯の大きさから、写真①は10～20歳、写真②は50～60歳の象であることがわかっています。

　ナウマンゾウは中国北部から日本にかけての温帯に、30万年前から1万6000年前まで生息していたことが知られています。平塚産のナウマンゾウは県内では最も新しい時代のものであることが注目されています。

　上吉沢の同じ場所からは臼歯のほかに、首や胸の脊椎、すねの骨、肋骨（ろっこつ）が見付かっており、同時にニホンムカシジカの臼歯、角片、首の脊椎、腕の骨、上腕骨なども多数産出しています。　こうしたことから、8～9万年前の上吉沢には、不動川上流の谷あいに沼沢地が広がっていて、ナウマンゾウやニホンムカシジカが生息する環境であったことが分かります。







[image: ナウマンゾウ化石の臼歯]



写真①





[image: 第3大臼歯の付いた下あごの化石]



写真②





広報ひらつかについて


多くの方に読んでいただくために、広報ひらつかは全戸配付しています。次号発行日は10月16日（金）です。


広報ひらつかについてのお問い合わせ


平塚市企画政策部秘書広報課


〒254-8686　平塚市浅間町9-1


電話：0463-21-8761


FAX：0463-21-9613




広報ひらつかが届かない場合


お問い合わせは、

（有）ミッド